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農民の合法権益の保護に役立つ方法について 2003年農村 2013年農村 2013年都市
郷鎮政府に陳情する 11.8 ＊ ＊
県政府に陳情する 15.6 16.9 3.3
市政府に陳情する 25.4 20.5 4.8
省政府に陳情する 41.1 24.9 6.3










行政訴訟を行う 22.7 10.3 4.8
デモ，政府包囲，交通遮断 8.2 4.1 4.8
新華社の記者に調査を頼む 53.9 23.5 15.8
インターネット上に状況を載せる ― 19.0 19.8


























































































同意 84.5 67.1 73.5
不同意 15.5 32.9 26.5




































































































同意 67.3 42.1 68.3



















中央政府の政策良悪わからない 28.4 21.1 46.5
中央政府は政策実行意欲なし  8.6  4.8 14.6
中央政府が政策実行能力なし 14.2 10.1 29.9







































































生活をし続けているのであれば陳情しない 52.9 57.8 68.5




































































































































The Transformation to the Power State with
 Strong Measures and Social Consciousness 
in Modern China
Takehiko MATSUDO
要　　約
　中国，ロシアを典型とする，旧，現社会主義国の強権国家化は最近著しいものがある。これは強硬
な対外政策志向として認知されることが多いが，当該社会内部に対する厳しい締め付けという文脈も
有している。本稿ではこうした対内的強権国家化の論理的基盤と社会心理的基礎を検討した。その際，
信訪（陳情）という中国特有の制度に関する意識調査を材料に 2003年と 2013年の時間比較の中で検
討した。信訪の有用性と存在意義に変化が見られ，信訪制度を支えていた聖人信仰にも変化の兆しが
見られた。しかし，都市住民の意識を中心に次の点も浮かびあがってきた。つまり，力を付け始めた
中間層の中に醸造しつつあるホピリズム的志向性への政権のすり寄りは，他者への関心を減じさせ，
結果的に強権主義国家化を促進しているという結果に繋がっていた。
